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が成立する｡ ここで Zは全インピーダンス,Fは外場であり,それぞれ繰 り込れた時間すい進
オペレーター,ランダムカの役割をなす｡(2),(3)より
















に細分化されるという欠点をもつ ｡ しかしこのことは,カスケー ドを確率過程とすることによ
って取り除くことが出来るo currentの分布は log-normal分布に従 うことが示せる｡ 又,
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九州共立大 長 井 達 三
九大 ･理 川 崎 恭 治
§1. モデル
最近,相転移を起こすいろいろな系での ｢ドメイン成長｣が関心を集めている｡ そこでは,
系は高温の無秩序状態から,転移点以下に急冷され非平衡状態におかれる｡ その後,局所的秩
序が徐々に形成され,成長していく｡ "この様子を如何に記述するか,ーそして如何なる成長の
法則があるか〝-が問題である｡
われわれは,この間題を界面集団の統計力学として捕える｡ここでは,その第一歩として第
1図に示すような直線状 ドメイン系を考える｡この系は次の機構によって発展するものとする｡
亘)界面は,隣接界面から指数関
数型の引力を受けて運動する｡
第 i番目の ドメインの大きさZ.i
は次の式に従って変化する｡
虫-U*(zL_1)-2U*(zi)dt
十U*(zi.1),
(1)
ここで,i-1,2/･.,N(i),U*(I)
- (α/2)e-Z作 で,αは正の
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gt-, Z.･ EL+,
第1図 2種の直線状 ドメイン系
